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コマツレポート 2016  ステークホルダーの皆さまへ

取締役会長 野路 國夫（左）、代表取締役社長 大橋 徹二（右）

株主の皆さまには、日頃よりご理解とご支援をいただき、厚く御礼申しあげます。
2015年度（2015年4月1日から2016年3月31日まで）は、鉱山機械ならびに新興国における一般建設機械の需要減の影響

が大きく、連結売上高は1兆8,549億円（前期比6.3％減）、営業利益は2,085億円（前期比13.8％減）となりました。
引き続き厳しい経営環境が見込まれるなか、コマツは2016年度から2018年度までの3カ年を対象とする新たな中期経営計

画を策定いたしました。
コマツの経営の基本は、「品質と信頼性」を追求し、企業価値を最大化することにあります。全社員が「コマツウェイ」を

共有し、環境・社会・コーポレートガバナンスについてこれまで以上に強く意識しながら、業績の向上、企業体質の更なる改
善および社会的使命の達成をバランスよく実現してまいります。

株主の皆さまには、引き続き変わらぬご支援、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。

取締役会長
野路 國夫

代表取締役社長
大橋 徹二

2016年7月

連結業績の推移

配当金について

ຊ・ίマπ΢ΣイجӦのܦ

  

ステークホルダーの皆さまへ
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コマツ企業サイト内にてご覧いただけます。
Home > コマツについて > コマツグループの概要 
> 経営の基本
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コマツレポート 2016  業績ハイライト

	2015年4月1日から2016年3月31日まで


2015年度௨期の事業֓گについて

中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBAɹ8orldXide」の最ऴ年度となる当期は、連結売上高は1兆8,549億円、
営業利益は2,085億円、営業利益཰は11.2�、当社株主にؼଐする当社७利益は1,374億円となりました。

۠෼ 2015年度 前期比

売上高 1兆8,549億円 6.3�減

営業利益 2,085億円 13.8�減

売上高営業利益཰ 11.2� 1.0ポイント減

当社株主にؼଐする
当期७利益 1,374億円 10.8�減

30E 9.0� 1.6ポイント減

<建設機械・ं྆෦໳>

建設機械・ं྆෦໳の2015年度௨期の売上は、前期比6.9％減の̍兆6,410億円となり、ηάメント利益は前期比19.0％
減の1,841億円となりました。

鉱山機械の大෯な需要減গ΍、新興国の需要௿໎の影響なͲ厳しい経営環境が続くなか、日本国಺を中৺に「ະདྷの現৔」
を実現するιリϡーション事業「スマートコンストラクション」を推ਐしました。̞̘̩建機は、঎品ྻܥの֦大にՃ͑、日
本、๺ถ、Ԥभに続き、Φーストラリアでのಋೖを։࢝しました。

最新のഉग़ガス੍نへの対Ԡ঎品については計33機छを։ൃし、ൢ売֦大に౒めました。
アフターマーέット事業では、需要をண実に取り込Μだ結Ռ、当期の෦品の売上は、前期に続きաڈ最高となりました。
アδアでの事業強化のため、インドに༉ѹショベル新޻৔を、ϛϟンマーにリマン、ൃి機の੡଄なͲをߦうੜڌ࢈఺をͦ

れͧれ։設しました。
またॏ要なࢢ৔の一つであるメΩシコにおいて、建設機械と鉱山機械の૒ํをカバーするため、ಉ஍Ҭの代理ళをങऩしま

した。

<業機械ଞ෦໳࢈>

業機械ଞ෦໳では、൒ಋ体の҆定的な設උՔಇに支͑られΪガフォトンの売上が৳びた΋のの、஁ѹ機械のൢ売が減গし࢈
たことから、売上高は前期比0.6％減の2,201億円となり、ηάメント利益は前期比19.2％૿の193億円となりました。

このようなঢ়گの下、࢈業機械事業について࡞޻機械事業を෋山஍۠に、൘金・஁ѹ機械事業をੴ઒஍۠にͦれͧれू໿
し、事業体੍を࠶ฤしました。

またΪガフォトンにおいては、ফඅి力とωΦンガスফඅྔを大෯に࡟減したΤΩシマレーβーの最新ܕϞσルを։ൃ・੡
品化し、ൢ売֦大に౒めました。

株ࣜ会社খদ੡࡞ॴٴび連結ࢠ会社 ୯Ґ�ඦສ円（1株当たりの金ֹをআく）

����೥౓ 2014年度 2013年度 2012年度 2011年度

業೥౓ࣄ

売上高 ˇ�
���
��� ˇ1,978,676 ˇ1,953,657 ˇ1,884,991 ˇ1,981,763

売上ݪ価 �
���
��� 1,401,193 1,393,048 1,377,459 1,440,765

営業利益 ���
��� 242,062 240,495 211,602 256,343

売上高営業利益཰ ����� 12.2� 12.3� 11.2� 12.9�

੫引前当期७利益 ���
��� 236,074 242,056 204,603 249,609

当社株主にؼଐする当期७利益 ���
��� 154,009 159,518 126,321 167,041

設උ౤ֹࢿ ���
��� 192,724 179,070 136,962 122,038

ࡏݱ業೥౓຤ࣄ

総࢈ࢿ ˇ�
���
��� ˇ2,798,407 ˇ2,651,556 ˇ2,517,857 ˇ2,320,529

ӡసࢿ本 ���
��� 716,524 701,201 664,480 536,662

有ݻܗ定࢈ࢿ ���
��� 743,919 667,347 585,220 529,656

長期࠴務�1年以಺期ݶ౸དྷ෼߇আޙ ���
��� 279,270 311,067 343,814 312,519

株主ࢿ本 �
���
��� 1,528,966 1,376,391 1,193,194 1,009,696

株主ࢿ本比཰ ����� 54.6� 51.9� 47.4� 43.5�

౰ͨΓ৘ใג�

1株当たり当社株主にؼଐする
当期७利益：基本的 ˇ���������� ˇ    162.07 ˇ    167.36 ˇ    132.64 ˇ    173.47

ޙബ化ر： ������ 161.86 167.18 132.51 173.32

1株当たり配当金� �� 58 53 45 41

1株当たり株主ࢿ本 �
������ 1,622.48 1,443.97 1,252.33 1,060.31

� 1株当たり配当金は֤事業年度に支෷われた配当金です。

5年ؒの要໿財務σータ

&9$&-σーλはͪ͜ら
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����೥౓ 2014年度 2013年度 2012年度 2011年度

業೥౓ࣄ

売上高 ˇ�
���
��� ˇ1,978,676 ˇ1,953,657 ˇ1,884,991 ˇ1,981,763

売上ݪ価 �
���
��� 1,401,193 1,393,048 1,377,459 1,440,765

営業利益 ���
��� 242,062 240,495 211,602 256,343

売上高営業利益཰ ����� 12.2� 12.3� 11.2� 12.9�

੫引前当期७利益 ���
��� 236,074 242,056 204,603 249,609

当社株主にؼଐする当期७利益 ���
��� 154,009 159,518 126,321 167,041

設උ౤ֹࢿ ���
��� 192,724 179,070 136,962 122,038

ࡏݱ業೥౓຤ࣄ

総࢈ࢿ ˇ�
���
��� ˇ2,798,407 ˇ2,651,556 ˇ2,517,857 ˇ2,320,529

ӡసࢿ本 ���
��� 716,524 701,201 664,480 536,662

有ݻܗ定࢈ࢿ ���
��� 743,919 667,347 585,220 529,656

長期࠴務�1年以಺期ݶ౸དྷ෼߇আޙ ���
��� 279,270 311,067 343,814 312,519

株主ࢿ本 �
���
��� 1,528,966 1,376,391 1,193,194 1,009,696

株主ࢿ本比཰ ����� 54.6� 51.9� 47.4� 43.5�

౰ͨΓ৘ใג�

1株当たり当社株主にؼଐする
当期७利益：基本的 ˇ���������� ˇ    162.07 ˇ    167.36 ˇ    132.64 ˇ    173.47

ޙബ化ر： ������ 161.86 167.18 132.51 173.32

1株当たり配当金� �� 58 53 45 41

1株当たり株主ࢿ本 �
������ 1,622.48 1,443.97 1,252.33 1,060.31

� 1株当たり配当金は֤事業年度に支෷われた配当金です。

5年ؒの要໿財務σータ

&9$&-σーλはͪ͜ら
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コマツレポート 2016  業績ハイライト

	2015年4月1日から2016年3月31日まで


2015年度௨期の事業֓گについて

中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBAɹ8orldXide」の最ऴ年度となる当期は、連結売上高は1兆8,549億円、
営業利益は2,085億円、営業利益཰は11.2�、当社株主にؼଐする当社७利益は1,374億円となりました。

۠෼ 2015年度 前期比

売上高 1兆8,549億円 6.3�減

営業利益 2,085億円 13.8�減

売上高営業利益཰ 11.2� 1.0ポイント減

当社株主にؼଐする
当期७利益 1,374億円 10.8�減

30E 9.0� 1.6ポイント減

<建設機械・ं྆෦໳>

建設機械・ं྆෦໳の2015年度௨期の売上は、前期比6.9％減の̍兆6,410億円となり、ηάメント利益は前期比19.0％
減の1,841億円となりました。

鉱山機械の大෯な需要減গ΍、新興国の需要௿໎の影響なͲ厳しい経営環境が続くなか、日本国಺を中৺に「ະདྷの現৔」
を実現するιリϡーション事業「スマートコンストラクション」を推ਐしました。̞̘̩建機は、঎品ྻܥの֦大にՃ͑、日
本、๺ถ、Ԥभに続き、Φーストラリアでのಋೖを։࢝しました。

最新のഉग़ガス੍نへの対Ԡ঎品については計33機छを։ൃし、ൢ売֦大に౒めました。
アフターマーέット事業では、需要をண実に取り込Μだ結Ռ、当期の෦品の売上は、前期に続きաڈ最高となりました。
アδアでの事業強化のため、インドに༉ѹショベル新޻৔を、ϛϟンマーにリマン、ൃి機の੡଄なͲをߦうੜڌ࢈఺をͦ

れͧれ։設しました。
またॏ要なࢢ৔の一つであるメΩシコにおいて、建設機械と鉱山機械の૒ํをカバーするため、ಉ஍Ҭの代理ళをങऩしま

した。

<業機械ଞ෦໳࢈>

業機械ଞ෦໳では、൒ಋ体の҆定的な設උՔಇに支͑られΪガフォトンの売上が৳びた΋のの、஁ѹ機械のൢ売が減গし࢈
たことから、売上高は前期比0.6％減の2,201億円となり、ηάメント利益は前期比19.2％૿の193億円となりました。

このようなঢ়گの下、࢈業機械事業について࡞޻機械事業を෋山஍۠に、൘金・஁ѹ機械事業をੴ઒஍۠にͦれͧれू໿
し、事業体੍を࠶ฤしました。

またΪガフォトンにおいては、ফඅి力とωΦンガスফඅྔを大෯に࡟減したΤΩシマレーβーの最新ܕϞσルを։ൃ・੡
品化し、ൢ売֦大に౒めました。

株ࣜ会社খদ੡࡞ॴٴび連結ࢠ会社 ୯Ґ�ඦສ円（1株当たりの金ֹをআく）

����೥౓ 2014年度 2013年度 2012年度 2011年度

業೥౓ࣄ

売上高 ˇ�
���
��� ˇ1,978,676 ˇ1,953,657 ˇ1,884,991 ˇ1,981,763

売上ݪ価 �
���
��� 1,401,193 1,393,048 1,377,459 1,440,765

営業利益 ���
��� 242,062 240,495 211,602 256,343

売上高営業利益཰ ����� 12.2� 12.3� 11.2� 12.9�

੫引前当期७利益 ���
��� 236,074 242,056 204,603 249,609

当社株主にؼଐする当期७利益 ���
��� 154,009 159,518 126,321 167,041

設උ౤ֹࢿ ���
��� 192,724 179,070 136,962 122,038

ࡏݱ業೥౓຤ࣄ

総࢈ࢿ ˇ�
���
��� ˇ2,798,407 ˇ2,651,556 ˇ2,517,857 ˇ2,320,529

ӡసࢿ本 ���
��� 716,524 701,201 664,480 536,662

有ݻܗ定࢈ࢿ ���
��� 743,919 667,347 585,220 529,656

長期࠴務�1年以಺期ݶ౸དྷ෼߇আޙ ���
��� 279,270 311,067 343,814 312,519

株主ࢿ本 �
���
��� 1,528,966 1,376,391 1,193,194 1,009,696

株主ࢿ本比཰ ����� 54.6� 51.9� 47.4� 43.5�

౰ͨΓ৘ใג�

1株当たり当社株主にؼଐする
当期७利益：基本的 ˇ���������� ˇ    162.07 ˇ    167.36 ˇ    132.64 ˇ    173.47

ޙബ化ر： ������ 161.86 167.18 132.51 173.32

1株当たり配当金� �� 58 53 45 41

1株当たり株主ࢿ本 �
������ 1,622.48 1,443.97 1,252.33 1,060.31

� 1株当たり配当金は֤事業年度に支෷われた配当金です。

5年ؒの要໿財務σータ

&9$&-σーλはͪ͜ら

  

コマツ企業サイトよりダウンロードいただけます。
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財務ハイライト
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（1෼5ඵ）

（2෼46ඵ）

（3෼23ඵ）

（2෼53ඵ）

前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。

2

2

2

ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。
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なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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2
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。
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コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。
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社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら

ίーϙϨーτ・インϑΥϝーγϣン
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら

ίーϙϨーτ・インϑΥϝーγϣン

1%'μ΢ンϩード αイτマοϓ

経営目標

経営戦略

ESGへの取૊Έの強化

環境อ全׆ಈ

社会性׆ಈ	CS3


コーポレート・ガバナンス

コンプライアンス	๏ྩ९क


リスク管理

  

新中期経営計画のスタート

コマツレポート2016　HTML版にてご覧い
ただけます。



KOMATSU REPORT 2016

08

インフォメーションESG戦略経営

戦略

これまでの総括と中長期展望

前中期経営計画の振り返り

これからの経営課題

新中期経営計画のスタート

新中期経営計画のあらまし

経営目標

経営戦略

 イノベーションによる成長戦略

GEMBAレポートɹお٬さまとと΋にา
Ήɹʙスマートコンストラクションಋೖ
現৔レポートʙ

既存事業の成長戦略

GEMBAレポートɹアδア֤஍で஁͑る
「現৔」の力

土台強化のための成長戦略

経営

ステークホルダーの皆さまへ

業績ハイライト

経営の基本・コマツウェイ

ESG

ESG（サステナビリティ）

環境指標

コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス、リ
スク管理

インフォメーション

コーポレート・インフォメーション

PDFダウンロード

サイトマップ

詳細な情報は、こちらからご覧下さい

財務：有価証券報告書  社会性׆ಈ：CS3報告書  環境อ全׆ಈ：環境報告書

Copyright © 2016 Komatsu Ltd. All rights reserved

English
印刷

PDFダウンロード

（1෼5ඵ）

（2෼46ඵ）

（3෼23ඵ）

（2෼53ඵ）

前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら
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本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。
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ৄし͘はͪ͜ら
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業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略

コマツのϞノ࡞りٕज़をベースに、άループ಺でಘられないٕज़は、ֶ࢈連࢈࢈、ܞ連ܞにより֎෦からੵۃ的に取り込
Έ、ダントツ঎品・ダントツサービス・ダントツιリϡーションをੜΈग़して「イノベーション」をىしていきます。

建設機械・ं྆෦໳では、お٬さまの現৔の「҆全性」「環境性」「ੜ࢈性」を大෯に改善するため、最ઌ୺の̞̘̩を׆
༻し、一૚のࣗಈ化・ແਓ化を実現するੈ࣍代の建設ŋ鉱山機械を։ൃし、ࢢ৔ಋೖをਐめます。

ಉ࣌に、ੈ࣍代のコンポーωントの։ൃに΋஫力し、フォークリフトをؚめた঎品に౥ࡌしていきます。現৔の改善にඞ要
ෆՄܽな機械と޻ࢪの「見͑る化」を徹ఈ的にߦうため、K0M53A9を一૚ਐ化さͤるとと΋に、建設・鉱山現৔の情報を共
有するための基൫（プラットフォーϜ）をߏஙし、ఏڙします。

(&.#"Ϩϙーτ
ʢגʣ࠭ࢠ૊

ۙ౻ৗ務
ઍ༿޻৔長
৔長޻౻ࠤ
ኍ上࣍長

見͑る化された情報を׆༻して、お٬さまの現৔の課題解ܾにݙߩする̎つのダントツιリϡーションʕʕ建設現৔向けの
「スマートコンストラクション」、鉱山現৔向けの「ແਓダンプトラックӡߦシステϜ	A)S
」。これらιリϡーションにつ
いてはサービス಺༰のさらなるॆ実をਤるとと΋に、ಋೖ஍Ҭ΍ن໛を֦大し、大きくҭてていきます。

2015年2月、コマツは建設現৔のあらΏる情報を̞̘̩
でつな͗、҆全でੜ࢈性の高い「ະདྷの現৔」を実現さͤ
ていくためのιリϡーション事業「スマートコンストラク
ション」を։࢝しました。ͦして10月には、ステレΦカメ
ラを౥ࡌした̞̘̩建機「PC200̸」がσビϡーしまし
た。「ステレΦカメラ」は現৔を高଎かつ高ਫ਼度にࡱ影
し、およͦ30ඵで「KomConneDt」に取り込Μで、ଌྔσ
ータとして利༻することができます。これにより̞̘̩建
機の࡞業৔ॴのΈならͣ、ਓが۷ͬた৔ॴ΍、ଞの建機が۷
ͬた৔ॴ΋ؚめた「ޙ޻ࢪの஍ܗのਖ਼֬な管理」がՄೳに
なります。ੈքॳとなる現گଌྔ機ೳを౥ࡌしたPC200̸
が、֤現৔におけるྩ࢘ౝとなり、޻ࢪ現৔の全ΤリアをঠѲすることで「҆全でスマートなະདྷの現৔」を実現していきた
いと͑ߟています。

性を高めたダント࢈機械、൘金஁ѹ機械の主要コンポーωントの಺੡化をਐめ、大෯にੜ࡞޻、業機械ଞ෦໳においては࢈
ツ঎品を։ൃします。またΪガフォトンでは最ઌ୺の൒ಋ体リιάラフィ༻E67ޫݯのૣ期঎品化に౒めます。

  

イノベーションによる成長戦略

戦略

これまでの総括と中長期展望

前中期経営計画の振り返り

これからの経営課題

コマツを取り巻く環境と課題

新中期経営計画のスタート

新中期経営計画のあらまし

経営目標

経営戦略

 イノベーションによる成長戦略

GEMBAレポート

既存事業の成長戦略

GEMBAレポート

土台強化のための成長戦略

経営

ステークホルダーの皆さまへ

業績ハイライト
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PDFダウンロード

サイトマップ

詳細な情報は、こちらからご覧下さい

財務：有価証券報告書

Copyright © 2016 Komatsu Ltd. All rights reserved

English
印刷

PDFダウンロード

コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略

コマツのϞノ࡞りٕज़をベースに、άループ಺でಘられないٕज़は、ֶ࢈連࢈࢈、ܞ連ܞにより֎෦からੵۃ的に取り込
Έ、ダントツ঎品・ダントツサービス・ダントツιリϡーションをੜΈग़して「イノベーション」をىしていきます。

建設機械・ं྆෦໳では、お٬さまの現৔の「҆全性」「環境性」「ੜ࢈性」を大෯に改善するため、最ઌ୺の̞̘̩を׆
༻し、一૚のࣗಈ化・ແਓ化を実現するੈ࣍代の建設ŋ鉱山機械を։ൃし、ࢢ৔ಋೖをਐめます。

ಉ࣌に、ੈ࣍代のコンポーωントの։ൃに΋஫力し、フォークリフトをؚめた঎品に౥ࡌしていきます。現৔の改善にඞ要
ෆՄܽな機械と޻ࢪの「見͑る化」を徹ఈ的にߦうため、K0M53A9を一૚ਐ化さͤるとと΋に、建設・鉱山現৔の情報を共
有するための基൫（プラットフォーϜ）をߏஙし、ఏڙします。
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৔長޻౻ࠤ
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見͑る化された情報を׆༻して、お٬さまの現৔の課題解ܾにݙߩする̎つのダントツιリϡーションʕʕ建設現৔向けの
「スマートコンストラクション」、鉱山現৔向けの「ແਓダンプトラックӡߦシステϜ	A)S
」。これらιリϡーションにつ
いてはサービス಺༰のさらなるॆ実をਤるとと΋に、ಋೖ஍Ҭ΍ن໛を֦大し、大きくҭてていきます。

2015年2月、コマツは建設現৔のあらΏる情報を̞̘̩
でつな͗、҆全でੜ࢈性の高い「ະདྷの現৔」を実現さͤ
ていくためのιリϡーション事業「スマートコンストラク
ション」を։࢝しました。ͦして10月には、ステレΦカメ
ラを౥ࡌした̞̘̩建機「PC200̸」がσビϡーしまし
た。「ステレΦカメラ」は現৔を高଎かつ高ਫ਼度にࡱ影
し、およͦ30ඵで「KomConneDt」に取り込Μで、ଌྔσ
ータとして利༻することができます。これにより̞̘̩建
機の࡞業৔ॴのΈならͣ、ਓが۷ͬた৔ॴ΍、ଞの建機が۷
ͬた৔ॴ΋ؚめた「ޙ޻ࢪの஍ܗのਖ਼֬な管理」がՄೳに
なります。ੈքॳとなる現گଌྔ機ೳを౥ࡌしたPC200̸
が、֤現৔におけるྩ࢘ౝとなり、޻ࢪ現৔の全ΤリアをঠѲすることで「҆全でスマートなະདྷの現৔」を実現していきた
いと͑ߟています。

性を高めたダント࢈機械、൘金஁ѹ機械の主要コンポーωントの಺੡化をਐめ、大෯にੜ࡞޻、業機械ଞ෦໳においては࢈
ツ঎品を։ൃします。またΪガフォトンでは最ઌ୺の൒ಋ体リιάラフィ༻E67ޫݯのૣ期঎品化に౒めます。
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略

ϒラδルでՔಇするコマツྛ業機械

建設機械のバリϡーνェーン（イメーδ）

既存事業においては、新঎品の։ൃ、ੜ࢈、ൢ売にՃ
͑、アフターマーέット事業、レンタル・中ݹ機の॥環事
業なͲでߏ成する「バリϡーνェーン」全体を、M�Aな
Ͳ΋׆༻しながら強化します。2015年度はメΩシコの代
理ళ、ならびにドイツのアタッνメントメーカー「レンホ
フ社」をങऩしました。ޙࠓさらなる֦大をਤͬていきま
す。

新঎品の։ൃについては、ダントツ঎品の։ൃに஫力し
つつ、ઌਐ国における最新のഉग़ガス੍ن対Ԡ、また新興国֤国のχーζにあͬた঎品の։ൃをਐめ、ᔱᕕ、解体、࢈業ഇغ
෺、೶業土໦なͲの෼野向け঎品の֦ॆに΋౒めます。

フォークリフト事業では、新ܕのバッテリーं「̛̚シリーζ」、༉ѹۦಈࣜΤンδンं「̛̝シリーζ」の঎品֦ྻܥ大
に஫力します。

またアδアでダントツ/o.1の֬ݻたる஍Ґをஙくため、タイにトレー
χンάηンターを、インドωシアに։ൃηンターをͦれͧれ新設し、現
஍向けの঎品։ൃ΍代理ళਓࡐのҭ成に一૚౒めます。

さらにࡅੴ・ηメント෼野にয఺を当て、建設・鉱山現৔向けιリϡ
ーションでഓͬたノウハウを׆かし、お٬さまの現৔の課題解ܾにݙߩ
することで、当෼野におけるզʑの஍Ґを全ੈքで高めます。

またྛ業機械事業では、本体΍アタッνメントの֦ॆをਤるとと΋
に、െ࠾だけでなく଄ྛ・ҭྛまでをؚΉྛ業現৔向けのιリϡーショ
ンをఏڙします。

(&.#"Ϩϙーτ
ΞδΞ֤஍Ͱ஁えるʮݱ場ʯのྗ

コマツɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹスνプトࢯ
コマツリマン・インドωシア	株
	K3*

社長 クルχアントࢯ
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略

ϒラδルでՔಇするコマツྛ業機械

建設機械のバリϡーνェーン（イメーδ）

既存事業においては、新঎品の։ൃ、ੜ࢈、ൢ売にՃ
͑、アフターマーέット事業、レンタル・中ݹ機の॥環事
業なͲでߏ成する「バリϡーνェーン」全体を、M�Aな
Ͳ΋׆༻しながら強化します。2015年度はメΩシコの代
理ళ、ならびにドイツのアタッνメントメーカー「レンホ
フ社」をങऩしました。ޙࠓさらなる֦大をਤͬていきま
す。

新঎品の։ൃについては、ダントツ঎品の։ൃに஫力し
つつ、ઌਐ国における最新のഉग़ガス੍ن対Ԡ、また新興国֤国のχーζにあͬた঎品の։ൃをਐめ、ᔱᕕ、解体、࢈業ഇغ
෺、೶業土໦なͲの෼野向け঎品の֦ॆに΋౒めます。

フォークリフト事業では、新ܕのバッテリーं「̛̚シリーζ」、༉ѹۦಈࣜΤンδンं「̛̝シリーζ」の঎品֦ྻܥ大
に஫力します。

またアδアでダントツ/o.1の֬ݻたる஍Ґをஙくため、タイにトレー
χンάηンターを、インドωシアに։ൃηンターをͦれͧれ新設し、現
஍向けの঎品։ൃ΍代理ళਓࡐのҭ成に一૚౒めます。

さらにࡅੴ・ηメント෼野にয఺を当て、建設・鉱山現৔向けιリϡ
ーションでഓͬたノウハウを׆かし、お٬さまの現৔の課題解ܾにݙߩ
することで、当෼野におけるզʑの஍Ґを全ੈքで高めます。

またྛ業機械事業では、本体΍アタッνメントの֦ॆをਤるとと΋
に、െ࠾だけでなく଄ྛ・ҭྛまでをؚΉྛ業現৔向けのιリϡーショ
ンをఏڙします。
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ΞδΞ֤஍Ͱ஁えるʮݱ場ʯのྗ

コマツɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹスνプトࢯ
コマツリマン・インドωシア	株
	K3*

社長 クルχアントࢯ
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コマツレポート 2016  土台強化のためのߏ଄改ֵ

土台強化のためのߏ଄改ֵとして、コマツは੡଄ݪ価	コスト
の཈੍と、దਖ਼なݻ定අਫ४のҡ࣋をܧ続的にਐめており、
Ӭ続的に΍ͬていく׆ಈとҐஔͮけています。

成長への౤ࢿはඞ要にԠ͡てߦうඞ要がありますが、ฒߦして֬実に੡଄ݪ価を下げること。これが「成長とコストの෼
཭」であり、దਖ਼なݻ定අਫ४のҡ࣋に౒めていきます。

ۙ年、需要が௿໎するなか、コマツはඞ要なߏ଄改ֵを実ࢪするとと΋に、ܧ続的なコスト改善׆ಈをߦいました。ݻ定අ
は2013年度からの3年ؒで、ਓ݅අの୯価アップをٵऩした上で、ߏ଄改ֵのޮՌ΋ؚめて125億円を࡟減しました。ಛに
2015年度は、厳しいঢ়گを౿ま͑て、当ॳの࡟減༧定にՃ͑追Ճ࡟減をߦい、߹計で前年度比119億円の࡟減をߦいまし
た。

։ൃについては、新しい計ଌٕज़あるいはシϛϡレーションٕज़なͲのಋೖにより、։ൃコストの࡟減΋Մೳです。このよ
うないわ͹「։ൃのے೑質化」に取り૊Έます。ੜ࢈について΋、*o5を׆༻した「੡଄現৔のつながる化」をさらにՃ଎
し、ੈքのコマツάループੜ޻࢈৔だけでなく、協力企業を情報ωットϫークで結Ϳことにより、ੜ࢈を改ֵすることを目指
します。またࢢ৔、お٬さま΍代理ళと޻৔を௚結して、いわΏるं྆本体あるいは෦品のڅڙスϐードと、ݿࡏのదਖ਼化レ
ベルを更に改善する׆ಈ΋強化していきます。
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コマツレポート 2016  土台強化のためのߏ଄改ֵ

土台強化のためのߏ଄改ֵとして、コマツは੡଄ݪ価	コスト
の཈੍と、దਖ਼なݻ定අਫ४のҡ࣋をܧ続的にਐめており、
Ӭ続的に΍ͬていく׆ಈとҐஔͮけています。

成長への౤ࢿはඞ要にԠ͡てߦうඞ要がありますが、ฒߦして֬実に੡଄ݪ価を下げること。これが「成長とコストの෼
཭」であり、దਖ਼なݻ定අਫ४のҡ࣋に౒めていきます。

ۙ年、需要が௿໎するなか、コマツはඞ要なߏ଄改ֵを実ࢪするとと΋に、ܧ続的なコスト改善׆ಈをߦいました。ݻ定අ
は2013年度からの3年ؒで、ਓ݅අの୯価アップをٵऩした上で、ߏ଄改ֵのޮՌ΋ؚめて125億円を࡟減しました。ಛに
2015年度は、厳しいঢ়گを౿ま͑て、当ॳの࡟減༧定にՃ͑追Ճ࡟減をߦい、߹計で前年度比119億円の࡟減をߦいまし
た。

։ൃについては、新しい計ଌٕज़あるいはシϛϡレーションٕज़なͲのಋೖにより、։ൃコストの࡟減΋Մೳです。このよ
うないわ͹「։ൃのے೑質化」に取り૊Έます。ੜ࢈について΋、*o5を׆༻した「੡଄現৔のつながる化」をさらにՃ଎
し、ੈքのコマツάループੜ޻࢈৔だけでなく、協力企業を情報ωットϫークで結Ϳことにより、ੜ࢈を改ֵすることを目指
します。またࢢ৔、お٬さま΍代理ళと޻৔を௚結して、いわΏるं྆本体あるいは෦品のڅڙスϐードと、ݿࡏのదਖ਼化レ
ベルを更に改善する׆ಈ΋強化していきます。
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3

現৔と共に૑る「ະདྷ」

を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
。
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の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
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まりを実ײされるͦうです。
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による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。
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఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
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さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3

現৔と共に૑る「ະདྷ」

を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。
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を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3
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を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
。

  

コマツレポート2016　HTML版にてご覧
いただけます。

近藤常務
[インタビュー動画（45秒）]

要旨
こういうKomConnectのようなシステム
が、建機そのものよりも建設現場にイノ
ベーションを起こすには重要なのです。で
すので、とにかく我々としては共に改善を
していって、建設業の明るい未来に向け
ていって努力をしていきたい。そのように
常々感じており、コマツとは長年のお付き
合いをお互いにさせて頂いています。
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コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
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҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
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土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。
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ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
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による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
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ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。
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΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。
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࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。
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て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3

現৔と共に૑る「ະདྷ」

を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
。
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千葉工事長
[インタビュー動画（1分30秒）]
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タルといろいろな意見交換させて頂いています。こんなことが出来たらい
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コマツレポート 2016  イノベーションによる成長戦略  お٬さまとと΋にาΉɹʙスマートコンストラクションಋೖ現৔レポートʙ

ৗ務取締役ɹۙ౻ཬࢯ࢙

コマツはお٬さまのՔಇ現৔にೖり、お٬さまとと΋に、お٬さまの現৔の҆全性、ੜ࢈性を向上する新しい価値の૑଄
	イノベーション
を௨͡成長することを基本戦略とҐஔͮけています。

ͦの「イノベーションによる成長戦略」の一つが「スマートコンストラクション」です。6A7	ແਓϔリコプター
による
高଎・高ਫ਼度な現گଌྔ΍、࡞業機をࣗಈ੍御できる*C5建機なͲ、建設・土໦現৔の全てをクラウドプラットフォーϜ
「KomConneDt（コϜコωクト）」で有機的に結びつけるスマートコンストラクション。*C5建機の機ೳを׆༻した現৔の
҆全性・ੜ࢈性の大෯な向上にՃ͑、KomConneDtの機ೳを׆かした最దな޻ࢪ計画のཱҊ΍、リアルタイϜな޻ࢪ現৔
の「見͑る化」といͬたスマートな「ະདྷの現৔」を実現していきます。

2016年3月までに、スマートコンストラクションはྦྷ計1,100以上の建設・土໦現৔へのಋೖ実績があります。
ˎจ中ܟশ略

土໦ŋ建設業のະདྷを見す͑て

ಓԝを中৺に土໦建ங業を展։する株ࣜ会社࠭ࢠ૊（本社：๺ւಓۭ஌܊、代表取締役社長：࠭ࢠ๜ࢯ߂）は、ଞにઌۦけ
て土໦޻事の情報化に取り૊Έ、現৔からの஌見をઐ໳ֶ会でੵۃ的にൃ表し情報ަ׵をਤるなͲ、情報化޻ࢪのトップラン
ナーとしてಓ಺۶指の஍Ґを֫ಘしています。 ಉ社の情報化޻ࢪ現৔には、ଟくの土໦建設会社が見ֶに๚れます。以前は
*C5建機の性ೳ΍コストが質໰の中৺でしたが、最ۙは3Dਤ໘の࡞成ํ๏なͲٕज़的な質໰が૿Ճ。̞̘̩޻ࢪへのؔ৺の高
まりを実ײされるͦうです。

ಉ社で土໦޻事を౷括するৗ務取締役 ۙ౻ཬࢯ࢙は、ࡢ年からಋೖしたスマートコンストラクションに大きな期଴をͤد
ています。「情報化޻ࢪは土໦業քのকདྷ૾だと֬信しています。現৔への̞̘̩ٕज़のಋೖはますますਐΉでしΐう。ͦの
ような૝定でզʑがඳいていた土໦業քのকདྷ૾と、スマートコンストラクションのߏ૝は׬全に一கしていました」。

新ٕज़がਓをҭてる

現ࡏの土໦・建設現৔の課題についてۙ౻ࢯはޠります。「日本におけるগࢠ高ྸ化のਐ展に൐ͬて、土໦業քのब業ऀ਺
΋減গし、ख़࿅Φϖレーター਺΋減গしています。ਓࡐの֬อとҭ成がॏ要です」。

ҭ成のツールࡐ૊では、スマートコンストラクションを、௚໘する課題への対Ԡ策とҐஔͮけるだけでなく、さらにਓࢠ࠭
として΋׆༻しています。「とりわけएい社員にKomConneDtを৮らͤ、ڀݚさͤています。̞̘̩に఍߅がないएい社員は
システϜにな͡Ήのがૣい。バーνϟルなシステϜからೖͬて、リアルな現৔を理解するのがಘ意なएऀ΋います。̞̘̩ࢪ
ҭ成ࡐのスϖシϟリストをҭてていく「ਓ޻ࢪ༂できる৔を૑ग़し、さらにͦこから̞̘̩׆をडけೖれࡐはよりଟ༷なਓ޻
システϜ」の役ׂをՌたす΋のと͑ߟています」。ঁ性が土໦業քで׆༂する৔として΋期଴が大きい、とۙ౻ࢯは͑ߟてい
ます。

スマートコンストラクションಋೖの現৔で

ࢯ࿨඙౻ࠤ事長ɹ޻ 土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯ

土ྔ：38,600m࡟事（総Ԇ長： 780m、۷޻中のಓ路建設޻ࢪ૊がࢠ࠭ 、੝土ྔ：64,000m ）では、*C5༉ѹショベル
PC200i�10と*C5ϒルドーβーD37P9i�23がͦれͧれ2台Քಇしています（2016年6月の取࣌ࡐ఺）。また、KomConneDt
による振ಈローラーసѹ管理（Φプション）のಋೖ΋༧定しています。

ࢯ事長ɹઍ༿大थ޻

఺でのスマートコンストラクションಋೖの成Ռとして、情報の共有化による࣌૊で 現৔を管理されているํʑは、現ࢠ࠭
意ܾࢥ定スϐードの向上とݩ࣍ࡾσータの利ศ性をڍげています。

「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3

現৔と共に૑る「ະདྷ」

を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」
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「スマートコンストラクションのなかで΋、現گਤと計画ਤを比ֱして土ྔをࢉग़するシステϜはਖ਼֬でとて΋実༻的で
す」。࠭ࢠ૊の土໦෦土໦課޻事長で、企画営業෦*C5޻ࢪ推ਐࣨ主ࠪを݉務するઍ༿大थࢯはධ価します。「ैདྷの土ྔ計
がੜ͡ることがありました」。また「KomConneDtかࠩޡ事なͲで大きな޻なಓ路ٸ΍、カーϒがܗな஍ࡶでは、ෳࣜํࢉ
らは、いろいろな情報をダウンロードできます。ൃ஫ऀとのଧち߹わͤに΋ݩ࣍ࡾਤ໘σータを׆༻するようになりました」
とಉࢯは෇けՃ͑ます。スマートコンストラクションサポートηンターとのコϛϡχέーションで΋、クラウドプラットフォ
ーϜ「KomConneDt」のメリットが׆༻されています。ઍ༿ࢯは「サポートηンターとはి࿩で૬ஊしますが、おޓいにク
ラウド上のσータが見͑るため、΍り取りがඇৗにスϜーζです」とධ価しています。

土໦෦土໦課޻事長のࠤ౻࿨඙ࢯは、スマートコンストラクションのݩ࣍ࡾ計画ਤを実務に取りೖれました。「޻ࢪ現৔で
΋、ݩ࣍ࡾのਤ໘を使͑͹、Φϖレーターへの࡞業指ࣔがよりਖ਼֬になると実ײしています」。

̞̘̩建機のࣗಈ۷࡟性ೳについては、土໦෦࣍長ɹኍ上৳二ࢯから高いධ価を௖きました。「ଆ࡞ߔ業にPC200iを使ͬ
た৔߹、ະ経ऀݧで΋൒日΄Ͳのトレーχンάをすれ͹ख़࿅ऀレベルの࢓事ができます」。ኍ上ࢯは、スマートコンストラク
ションによͬて、土໦業の3Kイメーδが෷১されること΋期଴しています。

3 3

現৔と共に૑る「ະདྷ」

を推ਐする޻ࢪ΋*C5ࢯ૊の現৔からは、日ʑスマートコンストラクションに対する改善要੥が上がͬています。ઍ༿ࢠ࠭
ཱ৔として、KomConneDtによる現৔の「見͑る化」には改善のඞ要性を͡ײています。「*C5建機の࡞業機（ਕઌ）のҐஔ
情報は有ޮですが、ඇ*C5建機をؚΉ޻事現৔全体のՔಇঢ়گの೺Ѳは、まだまだࠔ೉です」。

さらに「޻事のड஫から引౉しまでの全޻ఔのੜ࢈性を向上するのが「ະདྷの現৔」だとࢥいますが、現ࡏのスマートコン
ストラクションは、建機がؔ༩する一෦෼のੜ࢈性しか高まͬていない」とಉࢯは͑ߟています。「ࢥいඳく土໦現৔のকདྷ
૾の実現には、KomConneDtの改善がෆՄܽです。現৔の੠を΋ͬとスϐーσィに取りೖれ、զʑ΋ڻくようなシステϜに
࿅り上げていくことを期଴します」。

土໦・建設における「ະདྷの現৔」へのาΈは、ࠓ、୺ॹについた͹かりです。
コマツの「スマートコンストラクション」を改善し、理૝を現実にしていくݪಈ力は、お٬さまの現৔にあります。
ߟ性の向上を目指したいと࢈業ऀとして現৔からの意見をコマツにフィードバックし、一ॹに改善して、ੜ޻ࢪたちはࢲ」

͑ています」	ۙ౻ࢯ
。

  

コマツレポート2016　HTML版にてご覧いただけます。

廣上次長
[インタビュー動画（53秒）]

要旨
土木工事は最近、キツイ、汚い、危険とか言われていますが、まず、キツイにつ
いては、機械がマシーンコントロールになったことで、かなり体の負担も無くなっ
て改善が図られています。危険については、今では作業員さんが現場に近づか
なくても良いので、安全の面で改善されています。汚いについて何が代表的か
となると、例えば履帯に付いた土、あれを取るとやはり汚くなります。そこが改
善できれば３Kが、がらりと変わると思います。
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”

  

コマツレポート2016　HTML版にてご覧いただ
けます。

[インタビュー動画（1分26秒）]

要旨
私たちは社内QC（Quality Control:品質管理）
活動にパレート図による分析を導入しました。最
終目標は、QCが日常活動にすんなり、KRI社員
のカイゼン意識として定着することです。例えば、
破損しているものを見つけた時に、QC手法に
よって分析するようになることです。
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。
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左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。
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൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”

  

コマツレポート2016　HTML版にてご覧いただけます。

[インタビュー動画（36秒）]

要旨
コマツの機械自体は素晴らしいのですが、それを保守する人間がダ
メですと、コマツは良くないと思われてしまいます。それを避けるた
めに、私たちはお客さまとマキシマ社両方にカイゼンについて研修
を行い、お客さまに満足して頂いています。
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”
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コマツレポート 2016  既存事業の成長戦略  アδア֤஍で஁͑る「現৔」の力

フィリϐン・ηϛララ鉱山

コマツɹ建機マーέティンά本෦ɹサービス本෦ɹマχラ・サービスサポートηンタ
テクχカルアドバイβーɹアーマド・フΝウδ・スνプト

コマツリマン・インドωシア	株
	K3*
ɹ社長ɹルσィ・クルχアント

企画・管理෦ シχアマωーδϟーɹハリ・+・クリシϡナン

マωーδϟーɹクリシϡナ・クマル

コマツは、全ੈքのάループ社員、ൢ売代理ళおよび協力企業なͲのύートナーが一体となͬて、お٬さまの現৔で、お٬
さまとと΋に現৔の҆全性΍ੜ࢈性の向上に取り૊Έ、お٬さまにとͬてなくてはならないύートナーとなることで、コマツ
を成長さͤることができると信͡ています。

このような٬ސॏࢹの׆ಈをコマツは「ϒランドマωδメント」とݺび、ͦれͧれの現৔の׆ಈにಋೖしています。
ˎจ中ܟশ略

鉱山の現৔経ݧをੵΈॏͶる

フΝウδは2000年、コマツのインドωシア代理ళ「Ϣナイテッド・トラクター社」にೖ社し、大ܕ༉ѹショベル
「PC3000」のઐ໳Ոとしてサービスٕज़ऀのҭ成΍、サービスܖ໿ઐ೚の総括業務を୲当してきました。2009年9月のコ
マツೖ社以߱は、フィリϐンにあるηϛララ・マイχンά社の鉱山の現৔にறࡏし、テクχカルアドバイβーとしてサービス
業務を୲当しています。

ります。「ຬ଍度をޠとフΝウδは「事はプロダクトサポートを௨͡て、お٬さまのຬ଍度を高めることです࢓たちのࢲ」
左右するのは、ं྆のՔಇ཰とメンテナンス༻෦品の的中ݿࡏ཰、つまりʰඞ要なときにඞ要な෦品がす͙に༻意できるʱこ
とです」。

お٬さまとਂくؔわる

൴は日本からෝ೚しているಉ྅とと΋に、ं྆のނোをະવに๷ࢭし、Քಇ཰を最大にする׆ಈにܞわͬています。׆ಈは
、にわたり、ं྆メンテナンスの支援、現஍代理ళ「マΩシマ・マシナリーζ社」΍お٬さまに対するٕज़トレーχンάൣ޿
K0M53A9 PlusのՔಇσータ解ੳに基ͮくトラϒルճආ策のఏڙ、マΩシマ社の෦品ަ׵計画΍、機械఺ݕに対するサポー
トなͲがあります。

ຖि土༵日には༉ѹショベルにؔする会ٞをߦい、さらに月2ճ、機械のサポートをテーマとする会ٞを։࠵し、お٬さま
とマΩシマ社、ͦしてコマツのؔऀ܎が一ಊに会して、ं྆についてだけでなく、鉱山業務にؔするあらΏる事߲を࿩し߹い
ます。「会ٞでは、全ての情報が共有されます。お٬さまのӡసखのল೩අӡసのධ価を、ࢲたちがすること΋あります」と
フΝウδはઆ໌します。「σータ෼ੳを΋とにఏҊ΋ߦいます。ྫ͑͹、ຏ໣に強い଍ճり෦品をお٬さまにݧࢼ的に使ͬて
いただき、結Ռを෼ੳしఏҊします。ͦれから全員で࣍のステップをݕ౼するのです」。

リマン޻৔の׆ಈ

「コマツの強Έはカイθン。ͦの基ૅはPDCAをճす品質管理にあると֬信しています」とクルχアントはޠります。൴は
1991年、コマツにおけるアδアॳのੜ࢈߹ห会社であるコマツインドωシア	株
にೖ社しました。ͦれから22年ؒコマツྲྀ
のੜ࢈にؔする経ݧをੵΜだクルχアントは、2013年、リマンコンポーωントをάローバルにڅڙするK3*のマーέティン
ά෦長にब೚しました。

リマンは「࠶੡଄」を意ຯし、使༻ࡁΈのΤンδン΍༉ѹ機ثなͲのコンポーωントをさま͟まな޻ఔを経て新品ಉ౳の品
質にોらͤることをいいます。࠶ੜコンポーωントは定期ަ׵なͲのࡍにͤࡌସ͑、新品ಉ౳の品質と性ೳをอ証しつつ、新
品よりׂ҆で、リϢース・リサイクルによるݯࢿのઅ໿に΋ݙߩします。

2C׆ಈをಋೖ

「K3*は2007年に設ཱされた͹かりの、インドωシアのコマツάル
ープで最΋ʰएいʱ会社です」とクルχアントは振り返ります。「ண
೚してす͙、K3*にコマツの品質管理ख๏を定ணさͤなけれ͹ならな
いと͡ײました」。

クルχアントは、マβー޻৔	খ山޻৔
ग़਎の中ଜ大थとと΋に、
K3*全社員に対し、2Cをॳาから徹ఈしてڭҭする׆ಈをཱち上げま
した。2Cサークル࡞り΍年2ճの2C大会։࠵、ͦして2014年には
2Cの基ૅが社಺に定ணしたことをडけて、࣍のステップとして‟ੵۃ
的にઌखをଧつz会社を目指す׆ಈを։࢝。代理ళ΍お٬さまへのサポ
ート力を強化するため、本དྷは޻৔であるK3*の社員が、代理ళ΍お
٬さまの΋とにग़向き、課題をൃ見し、カイθンに取り૊Μでいま
す。

リマンのお٬さまである鉱山会社では、この਺年ؒ、ੜ࢈をҡ࣋し
ながら設උ౤ࢿを཈੍しており、この܏向はࠓし͹らく続くと見てい
ます。「お٬さまが高いੜ࢈性をҡ࣋するためには、リマンのॏ要性
はますます高まるでしΐう」とクルχアントは͑ߟています。

コマツάループがੈք中で஍Ґを高めていくため、より高品質なリ
マンコンポーωントを、お٬さまの望ΉかたちでフレΩシϒルにڅڙ
するʕʕ。K3*はͦの実現を目指して、ສ全の体੍でྟΜでいます。

新޻৔の設ཱとੜ࢈移管

17年以上にわたりࣗಈंメーカーでੜ࢈管理にܞわͬてきたクリシϡナンは、2006年、K*PLにೖ社しました。以དྷ、企
画・管理෦でॳの現஍社員として「ൢੜ（ൢ売およびੜ࢈計画）」΍コスト管理、ݿࡏ管理を୲当しています。また、K*PLダ
ンプトラックੜ޻࢈৔のཱち上げに続き、ࠓճ、2015年5月にૢ業を։࢝したK*PLνェンナイ新޻৔への༉ѹショベルੜ࢈
移管にܞわͬています。

ੜ࢈移管は2013年4月に࢝まり、2016年9月にྃ׬する༧定です。インドでは、長年、ラーηン�トΡϒロ	L�5
社がコマ
ツ঎品のੜ࢈・ൢ売・サービスを୲ͬてきました。2013年4月以߱、インドでのさらなる成長を目指して、ੜ࢈はK*PL、ൢ
売・サービスはL�5が୲当し、ͦれͧれの強Έを׆かす体੍のߏஙをਐめています。このうち༉ѹショベルのੜ࢈は、L�5の
をK*PLに移管します。クリシϡナンは「需要にԠ͡た月࢈会社「L5CEL社」から、6トンから20トンクラスの計5機छのੜࢠ
౳配෼するのは大きなνϟレンδでした」と振り返ります。ฏۉをྔ࢈ੜ計画をཱҊ・達成しつつ、K*PLとL5CELにੜൢ࣍
全機छにK0M53A9を標४࢈にணखし、Ճ͑てੜ࢈して、K*PLでは஍Ҭχーζに対Ԡする༉ѹショベルPC210�8M0のੜߦ
૷උしました。

インド経ݍࡁの成長

2015年下期以߱、インド、ωύール、ϒータンでは༉ѹショベル
の需要が前年ಉ期比で໿20％૿Ճしています。K*PLでは日本のマβー
৔の協力をಘて、2015年12月から2016年2月の୹期ؒに、༉ѹシ޻
ョベルのੜྔ࢈をഒ૿する׆ಈに஫力しました。「ࢲたちはインド需
要の֦大見௨しに大いにتΜでいます。ੜ࢈移管΋前౗してྃ׬する
༧定です。現ࡏ、最༏ઌ課題は、ҝସリスクをܰ減するために、国಺
	現஍
ੜ࢈比཰を更に高め、ݪ価௿減を達成することです」とクリシ
ϡナンはޠります。

༉ѹショベルのੜ࢈移管がਐΈ、૿࢈に向けた४උがਐ
ΉK*PLνェンナイ޻৔

インド「プレϛアϜࢢ৔」でのൢ売ଅਐ

建機業քのマーέティンά経ݧが๛෋なクマルがK*PLのマーέティンά෦アシスタント・マωーδϟーとしてೖ社したのは
2010年です。

コマツは、インド༉ѹショベルࢢ৔において、高品質・高性ೳ・高ޮ཰の機छを求める「プレϛアϜࢢ৔」にಛ化し、マー
έティンά׆ಈを推ਐしています。このࢢ৔をターήットに、K*PLはL�5社と連ܞしてଟ֯的なൢଅ׆ಈを展։してきまし
た。ྫ͑͹「Ωϟラバン・σϞ」では、༉ѹショベルをトレーラーにͤࡌてインド全土で展ࣔし、コマツ੡品のೝ஌度が௿い
஍Ҭでは実機σϞをߦいます。営業、サービス、෦品୲当のスタッフ΋ಉߦし、機械のಛ長΍コマツ機ಋೖのメリットをਖ਼֬
かつັ力的にઆ໌するのです。

「छをࣘく」׆ಈ

クマルはインドにおける෯޿いマーέティンά׆ಈにؔわͬています。ͦのなかにはྫ͑͹、1
建機の需要༧ଌ、2
最దࡏ

৔・代理ళؒのௐ੔、3޻とスϜーζなೲ品をཱ྆するためのݿライフ・サイクル・コスト	LCC
にண目したൢଅ׆ಈのఏ
Ҋ、4
現஍ࢢ৔χーζに対Ԡした新機छのಋೖ、5
 K0M53A9の׆༻ଅਐ（P3、トレーχンά、σータ෼ੳ）なͲがありま
す。

クマルは、インドにおけるコマツ੡品のࢢ৔シェア向上にはԿがॏ要なのか࢓、͑ߟ事に取り૊Μでいます。「༉ѹショベ
ルの需要がམち込Μだա2ڈ年ؒに、ࢲたちはシーσィンά	छをࣘく
となるさま͟まな׆ಈを続けてきました。ࠓ日、イン
ド経ࡁの৳長をഎܠに、インフラ੔උ޻事が૿͑、༉ѹショベルの需要΋૿Ճしています。2ޙࠓ年ؒ、ࣘいたछが実り、Ռ
実をऩ֭する࣌がདྷるはͣです。す͹らしい日ʑがָしΈです」と、クマルは新たなࣗ信をޠります。

‟チームワークを通じて、お客さまとの信頼関係を高めています”

‟質・量ともにリマン業務を強化しています”

‟インド建機市場の拡大に対応し、増産準備を進めています”

‟インド建機市場の回復をとらえる体制は整っています”
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。

2

2

2

ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら

ίーϙϨーτ・インϑΥϝーγϣン
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。

2

2

2

ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。
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コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。
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社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」
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環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ
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いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。

2

2

2

ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」
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環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。
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コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。
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社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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ৄし͘はͪ͜ら

コマツάループは「本業を௨͡たCS3׆ಈ」を基本としつ
つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
。ていますͬߦ

これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
ループ全体でコーポレート・ガバナンスを強化し、経営ޮ཰の向上と企業ྙ理のਁಁ、経営
の݈全性֬อに౒めています。2016年4月には、ੈքのコマツάループ現஍の経営トップ૚
を「άローバルΦフィサー」に೚命し、άローバル連結経営の強化をਤͬています。

また株主・౤ࢿՈの皆さまには、ެਖ਼かつタイϜリーな情報։ࣔをਐめるとと΋に、株主
આ໌会΍*3ϛーティンάなͲのੵۃ的な*3׆ಈを௨͡て、一૚の経営のಁ໌性向上を目指し
ています。

ৄし͘はͪ͜ら

社会において企業がՌたす΂き役ׂのॏ要性が高まͬているࠓ日、社員一ਓͻとりが「企
業の社会的੹೚」をे෼に֮ࣗし、ڱい意ຯでの๏ྩにとͲまらͣ、社会に一般にଚॏされて
いるビδωス社会のルールを९कすることが、社会の信頼にԠ͑るためにෆՄܽです。

コマツは「SL2DC」という表現を௨͡、「S（SaGety：҆全）΍L（LaX：๏ྩ९क）
が、2（2uality：品質）、D（Delivery�ೲ期）、C（Cost：コスト）より༏ઌする」ことを
強く意識し、ͦれͧれの業務において๏ྩ९कの徹ఈに౒めています。

ৄし͘はͪ͜ら

コマツでは、当社άループの࣋続的ൃ展をڴかすあらΏるෆ֬実性をリスクと定ٛしたう
͑で、ಛにコンプライアンス໰題、環境໰題、品質໰題、ൃ֐ࡂੜ、情報ηΩϡリティ໰題
なͲを主要なリスクとೝ識し、これに対ॲす΂く対策を͡ߨています。

ৄし͘はͪ͜ら
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コマツ企業サイト内にてご覧いただ
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本誌次ページにて実績推移を掲載しています。
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前中期経営計画の振り返り

コマツは2013年4月から2016年3月までの3カ年にわ
たり、中期経営計画「5ogether 8e *nnovate GEMBA
8orldXide」に取り૊Μできました。

このؒ、新興国の成長ಷ化΍ݯࢿ価֨௿໎の影響をड
け、建設・鉱山機械の需要は、զʑの૝定を大෯に下ճ
るঢ়گが続き、ಛに鉱山機械の需要は、2012年度の໿3
ׂのਫ४までམち込Έました。

このようなঢ়گの΋と、コマツはコストの࡟減΍ݻ定
අの཈੍といͬたߏ଄改ֵをՃ଎するとと΋に、中期経
営計画の中֩である「কདྷの成長に向けたछࣘき」をண
実に実ߦしてきました。

これからの経営課題

現ࡏのコマツを取り巻く経営環境を見ۃめる上で、ま
ͣॏ要な΋のとして建設・鉱山機械の需要΍、࢈業機械
の需要がڍげられます。

ಛに売上の90％を઎める建設・鉱山機械の需要は、
2016年以߱΋当໘、ඇৗに厳しいのではないかと見てい
ます。「需要が厳しい中、զʑはͲのように成長を目指
すのかʁ」これがୈ一に͑ߟる΂き課題です。

成長のΩーは、΍はり「現৔」の課題の解ܾであると
ています。現৔の課題は国・஍Ҭ、あるいはお٬さ͑ߟ
まの業քによͬてҟなります。しかしながらٕೳ࿑ಇऀ
のෆ଍、あるいは*o5のਐา、ͦしてお٬さまの現৔での
҆全性、ੜ࢈性、環境性の向上、あるいは機械のੜ֔を
௨͡てのトータルコストの௿減なͲが、主要な課題にな
ͬていると͑ߟられます。

また、環境、社会、ͦしてコーポレート・ガバナンス
といͬた「ESG」にؔする社会的な期଴はさらに高まͬ
ています。

このような経営における課題について΋大いに意識し
ながら、̏ޙࠓ年ؒをਐめていくඞ要があります。

建設・鉱山機械の需要は、当໘のؒ、新興国を中৺にௐ੔ہ໘が続くことが༧૝されます。しかしながら
長期的にΈれ͹、ੈքਓޱの૿Ճ、新興国を中৺とした౎ࢢ化཰の上ঢにより、土໦・建設޻事の機会΍鉱
෺ݯࢿのॴ要ྔ΋૿Ճし、ͦれに൐ͬて建設・鉱山機械の需要΋࣋続的な成長が期଴できる΋のとೝ識して
います。

の૿Ճが見込まれることࢿ設උ౤࢈業機械につきまして΋、ࣗಈं業քならびに൒ಋ体業քにおいてੜ࢈
から、ޙࠓ਺年にわたりଟগの変ಈはある΋のの、ݎௐに推移する見௨しです。

このようなೝ識を前ఏに、2021年の૑ཱ100प年を見ਾ͑、ͦして、ͦれ以߱΋࣋続的な成長を目指す
ため、業քਫ४を௒͑る成長を目指すのが、2016年4月からスタートした新しい中期経営計画「5ogether
8e *nnovate GEMBA 8orldXide r GroXth 5oXard 0ur 100th Anniversary 	2021
 and Beyond r」
です。

。ճの中期経営計画における経営目標は右ਤの௨りですࠓ
「ऩ益性」「ޮ཰性」「株主ؐݩ」「݈全性」にՃ͑、

「成長性」を新たな経営目標の指標に設定しました。
またリテールフΝイナンス事業を新たな事業ηάメントと

してಠཱさͤ、ಁ໌性を高めます。
なお新中期経営計画のॳ年度となる2016年度の連結業績

見௨しはリンクの௨りです。

株主ؐݩ（配当）について

ա̏ڈ年ؒでリテールフΝイナンス事業をআく事業෦໳の
आೖ金は計画௨りに࡟減しました。ޙࠓのࢿ金の使్につい
ては、成長のための౤ࢿを主体としながら、ࣗ社株ങいをؚ
Ή株主ؐݩに一૚配ྀします。۩体的には連結配当性向を
40％以上とし、60％を௒͑ないݶり減配はしない、とのํ
਑です。

年ؒ配当金は、当期とಉֹの̍株当たり58円を༧定してお
ります。これにより連結配当性向は59.4％となる༧定です。

前中期経営計画において΋、コマツは「イノベーションに
よる成長戦略」「既存事業の成長戦略」「土台強化のための
ಈを推ਐしてきまし׆、଄改ֵ」の̏つの経営戦略を定めߏ
た。新しい中期経営計画において΋、引き続きこの̏つの経
営戦略の΋と、কདྷの成長に向けたछࣘきに஫力し、需要が
ఀ଺する中で΋コマツάループの強Έである「̞̩̾」のさ
らなる׆༻なͲにより成長をՃ଎さͤます。

コマツの̞̩̾で、お٬さまの現৔、代理ళの現৔、協力
企業΋ؚΉੜ࢈現৔の全体をつな͙ことで、全ての現৔の҆
全とੜ࢈性の向上をਤり、これまで以上にお٬さまにとͬて
なくてはならない存ࡏになることを目指します。

（9෼45ඵ）

コマツάループでは、ैདྷからESG、つまり「E：環境」「S：社会」「G：企業౷࣏」の
֤෼野にੵۃ的に取り૊Μできました。ESGのॏ要性は、ますます高まͬています。ࠓճの
中期経営計画で΋、このESGを強く意識しながら「環境」「社会」「企業౷࣏」のESGの֤
෼野にੵۃ的に取り૊Μでいきます。
（஫）「E（Environmental）：環境」「S（SoDial）：社会」「G（GovernanDe）：企業
౷࣏」

ৄし͘はͪ͜ら

環境อ全におけるॏ要なテーマとして二ࢎ化
୸ૉ（C0 ）ഉग़ྔの࡟減があります。建設機
械のライフサイクル（右ਤ）において、੡品の
使༻中のC0 ഉग़ྔはライフサイクル全体の໿
90％を઎めています。環境を意識した੡品の։
ൃ（೩අ性ೳの向上、*C5の׆༻なͲ）により、
お٬さまが建設機械を使༻するࡍのC0 ഉग़ྔ
の࡟減にݙߩします。
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つ、ࣗらの強Έを׆かした社会׆ݙߩಈをߦうことで、社会
に対する੹೚をՌたしていきたいと͑ߟています。

現ࡏで΋、ੈք֤஍Ҭのάループ会社において、஍Ҭにお
ける課題解ܾのための支援׆ಈをͬߦています。

ྫ͑͹、高ྸ化΍新نब業ऀがਂࠁな໰題となͬている日
本の೶業に対しては、Ϟノ࡞りのノウハウを׆かした支援を
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これから΋ੈք֤஍Ҭの事情、課題にࣖを܏け、άループ
として஍Ҭにࠜ͟した社会׆ݙߩಈをͬߦていきます。

インドωシアのශࠔ஍۠に対しては、ڙࢠがڭҭをडけるための঑
ֶ金ڌग़΍एऀ向け৬業܇࿅、ޏ༻機会のఏڙをͬߦています。
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コマツは、品質と信頼性を追求し、企業価値を最大化さͤることを経営の基本としています。「企業価
値」とは、զʑを取り巻く社会と全てのステークホルダーからの信頼度の総࿨であると͑ߟています。

この信頼度の総࿨を高めるためには、業績の向上だけでなく、コーポレート・ガバナンス、コンプライア
ンス、リスク管理を௨͡、経営の݈全性とಁ໌性を高めることがॏ要です。

す΂てのステークホルダーの皆さまからさらに信頼される会社となるために、コマツはά
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コマツレポート 2016  コーポレート・インフォメーション

（2016年3月31日現ࡏ）

঎߸ 株ࣜ会社 খদ੡࡞ॴ（ݺশ：コマツ）

本社 ˟107�8414 ౦ژ౎۠ߓ੺ࡔ二ஸ目3൪6߸

設ཱ年月日 1921年（大ਖ਼10年）5月13日

本金ࢿ 連結 67,870 ඦສ円（ถ国会計基४による）
୯ಠ 70,120 ඦສ円ɹ

ै業員਺ 連結 47,017 ໊（当社と連結ࢠ会社141社のਓ員）
୯ಠ 10,449 ໊（ग़向ऀをআく）

株ࣜ਺ࡁߦൃ 943,224,753株（ࣗݾ株ࣜ28,742,907株をআく）

株主਺ 198,287໊

୯ݩ株ࣜ਺ 100株

証券コード 6301（日本）

上৔証券取引ॴ ౦ژ

株主໊฽管理ਓ・ಛผ࠲ޱの࠲ޱ管理機ؔ 株ࣜ会社ߦඛ6F+信ୗۜࡾ
౦ژ౎ઍ代ాؙ۠の಺一ஸ目4൪5߸

（ಉ連བྷઌ）
෦ߦ株ࣜ会社ɹ証券代ߦඛ6F+信ୗۜࡾ
˟137�8081ɹ౦ژ౎ߐ౦۠౦ࣣ࠭ஸ目10൪11߸ɹి࿩ 0120�232�711（௨࿩ྉແ
ྉ）

ถ国༬ୗ証券（AD3）の໊ٛ書׵・༬ୗ代理ਓ

5he BanL oG /eX :orL Mellon
101 BarDlay Street, /eX :orL, /: 10286, 6.S.A.
5el� �1�	201
�680�6825 Gor international Dalls 888�269�2377 	888�B/:�AD3S

Gor Dalls Xithin 6.S.A
63L� http���XXX.adrCnymellon.Dom
ティッカーシンϘル� KM56:

株 主 ໊ ࣋ 株 ਺ （ ઍ 株 ） ग़ ࢿ 比 ཰ （ ％ ）

日本トラスティ・サービス信ୗۜߦ株ࣜ会社（信ୗޱ） 47,724 5.05

日本マスタートラスト信ୗۜߦ株ࣜ会社（信ୗޱ） 45,252 4.79

S5A5E S53EE5 BA/K A/D 536S5 C0MPA/: 505223
（ৗ೚代理ਓ 株ࣜ会社Έͣ΄ۜࡁܾߦ営業෦） 38,809 4.11

ଠཅੜ命อݥ株ࣜ会社 34,000 3.60

日本ੜ命อݥ૬ޓ会社 26,626 2.82

株ࣜ会社ࡾҪॅ༑ۜߦ 17,835 1.89

5)E BA/K 0F /E8 :03K MELL0/ SA�/7 10
（ৗ೚代理ਓɹ株ࣜ会社ࡾඛ౦ߦ̛̟̪ۜژ） 16,574 1.75

S5A5E S53EE5 BA/K 8ES5 CL*E/5 � 53EA5: 505234
（ৗ೚代理ਓɹ株ࣜ会社Έͣ΄ۜࡁܾߦ営業෦） 13,729 1.45

日本トラスティ・サービス信ୗۜߦ株ࣜ会社（信ୗ7ޱ） 13,128 1.39

5)E BA/K 0F /E8 :03K MELL0/ AS DEP0S*5A3: BA/K 
F03 DEP0S*5A3: 3ECE*P5 )0LDE3S
（ৗ೚代理ਓɹ株ࣜ会社ࡾҪॅ༑ۜߦ）

12,230 1.29

（஫）1. ࣋株比཰は、ࣗݾ株ࣜを߇আして計ࢉしています。
ɹɹɹ2. 当社は、ࣗݾ株ࣜ28,742ઍ株をอ有していますが、上ه大株主からআ֎しています。

会社֓要

株ࣜؔ連情報

主要株主のঢ়گ

株主ߏ成（ࣗݾ株ࣜをؚΉ）

౦ژ証券取引ॴにおける株価νϟート
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